
 

「第４回全国ユース環境活動発表大会」の募集開始について 

 

   平成 30年９月 18日（火） 

＜環境省大臣官房環境経済課民間活動支援室同時発表＞ 

 

 

 環境活動を行っている全国の高校生を対象とする「全国ユース環境活動発表

大会」について、募集を開始しましたので、お知らせします。 

優良な取組を行っている高校に対しては、環境大臣賞等の授与を行います。 

 

 

１ 目的 

我が国は、本格的な少子高齢化・人口減少社会を迎えるとともに、地方から

都市への若年層を中心とした流入が続き、地方の若年人口・生産年齢人口の減

少が止まらず、人口の地域的な偏在が急速に進んでいます。 

こうした現状は、環境へも大きな影響を及ぼしており、環境・社会・経済の

それぞれの課題は、複雑多岐に連関しており、環境課題の解決は他の社会課題

との統合的な同時解決が不可欠となってきています。 

一方で、2050 年代の社会を創るであろう、高校生等のユース世代が、全国

各地で、社会課題解決のためにはつらつと実践活動を日々展開しています。こ

のような、未来を創るユース世代の活動について、優れた環境活動事例を発表

する場を設けるとともに、表彰等を行うことによって、しっかりと実践活動を

サポートしていきます。それを通じて、持続可能な地域循環共生社会を実現す

ることを「全国ユース環境活動発表大会」は目的としております。 

 

２ 業務内容 

 （１）全国ユース環境活動発表大会（地方大会）の実施 

    全国８地区で環境活動を行っている高校生等を対象に環境活動の事例

を募集し、選考を経た上で、自らの活動を発表する地方大会を実施しま

す。同大会において、優れた活動発表を行った団体に対しては、地方環

境事務所長賞等の授与を行います。 

また、受賞者の中から特に優れたものは審査委員による選考を経た上で、

全国ユース環境活動発表大会全国大会に出場することとなります。 

※８地区は、北海道地方、東北地方、関東地方、中部地方、近畿地方、

中国地方、四国地方、九州・沖縄地方です。                   



（２）全国ユース環境活動発表大会（全国大会）の実施 

全国８地区の地方大会から審査委員による選考を経た高校生等が一堂

に会し、自らの実践を発表する全国大会を実施します。同大会において、

優れた活動発表を行った団体に対しては、環境大臣賞等の授与を行います。      

 

３ 実施主体 

○主催：全国ユース環境活動発表大会実行委員会 

（環境省／独立行政法人環境再生保全機構／国連大学サステイナビ 

リティ高等研究所） 

 ○後援：読売新聞東京本社 

 ○協力：地方環境パートナーシップオフィス（ＥＰＯ）、地球環境パートナー

シッププラザ（ＧＥＯＣ）、ＥＳＤ活動支援センター 

 ○協賛：キリン株式会社、協栄産業株式会社、ＳＧホールディングス株式 

会社、三井住友海上火災保険株式会社 

 

４ 日程等 

 〈地方大会〉 

日時：2018 年 11 月 11 日（日）、11 月 18 日（日）、12 月９日（日）、12 月

16日（日）の４日間 

場所：各地方大会会場（北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、 

九州・沖縄の８ブロック） 

内容：高校生等による活動発表、ワークショップ、表彰式 

 

〈全国大会〉 

日時：2019年２月９日（土）～10日（日） 

場所：国連大学 ウ・タント国際会議場 

内容：（１日目） 全国ユース環境フォーラム 

（２日目） 高校生等による活動発表、表彰式 

 

５ 募集対象 

高校生等の環境活動 

 

（１）地球温暖化対策、低炭素、生物多様性の保全、自然共生、資源循環など

「環境」に関わる活動であって「持続可能な開発目標（SDGs）」の目標達

成にも資する活動のことを指します。 

 （２）授業での課題研究なども応募可とします。 



 （３）過去の受賞歴・未発表・既発表は問いません。 

   ※ただし、今年度または前年度に、いずれかのコンクールにおいて「環

境大臣賞」を受賞した同一の活動は不可とします。 

 

６ 応募方法 

（１）応募方法 

・応募希望校は、全国の学校に送付する『全国ユース環境ネットワーク vol.7』

に同封している資料請求用紙を事務局へ FAX 又は同内容をメールで送付

してください。 

・資料請求のあった学校に対し、事務局より大会実施要領、応募書類等を送

付します。 

・応募書類は、事務局へ郵送又はメールするほか、事務局ホームページより

提出することが出来ます。 

 

応募先）独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金内 

全国ユース環境ネットワーク事務局 

      TEL:044-520-9505 

FAX:044-520-2192 

Email:youth@erca.go.jp 

HP: https://www.erca.go.jp/jfge/youth/index.html 

 

（２）応募締切 

  2018年 10 月 29日（月）18時  

 

（３）備考  

・提出された書類は返却しません。 

 

７ 選考審査 

全国大会・地方大会それぞれに外部有識者等による審査委員会を設置し、委

員による審査を実施します。 

 

８ 選考・審査基準    

環境活動の内容について、以下の観点から総合的に評価します。 

・ 自主性 ： 高校生が自主的に企画・実践したものであるか。       

  ・ 着眼点 ： 社会課題の解決が起点になっているか。           

   ・ 協働  ： 多様な人と協力・協調して解決しようとするアプローチが

https://www.erca.go.jp/jfge/youth/index.html


あるか。   

  ・ 改善度 ： これまでの成果や失敗を本年度の改善に繋げているか。    

  ・ 発信力 ： 活動の内容や成果を他者に分かりやすく伝えているか。    

 

９ 表彰 

（１）発表大会当日、優れた活動発表を行った団体に対し、以下の表彰を行い

ます。 

①全国ユース環境活動発表大会（地方大会） 

○各地方環境事務所長賞：各地方環境事務所長 

   ○特別賞（高校生選考賞）：各地方環境事務所長 

   ○特別賞（先生選考賞）：各地方環境事務所長 

   ○協賛企業特別賞：独立行政法人環境再生保全機構理事長 

   ○優秀賞：独立行政法人環境再生保全機構理事長  

 

  ②全国ユース環境活動発表大会（全国大会） 

○環境大臣賞：環境大臣 

   ○環境再生保全機構理事長賞：独立行政法人環境再生保全機構理事長 

   ○国連大学サステイナビリティ高等研究所所長賞 

：国連大学サステイナビリティ高等研究所所長                 

   ○特別賞（高校生選考賞）：環境省総合環境政策統括官 

○特別賞（先生選考賞）：環境省総合環境政策統括官 

○優秀賞：独立行政法人環境再生保全機構理事長   

※各賞 1団体とする。 

 

                    

 

独立行政法人環境再生保全機構 

地球環境基金部 

直通：044-520-9505 

部長 ： 長澤 満郎  

課長 ： 小林 大 

担当 ： 廣瀬、川上、西岡、秋山、大木 


